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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　南西諸島北端部に属するトカラ列島と大隅諸島には，屋久島（503km2）や種子島（446km2）の

他に，面積100km2以下の火山島が飛び石状に連なって存在している。これら島々は生物地理学的

にみると，渡瀬線や三宅線といった重要な生物区系の境界線となっている。本研究の対象である

薩摩黒島は鹿児島の南西120kmにある島で，これらの火山島の中では例外的に発達した自然林が

残存している（初島　1986,環境庁　1987）。黒島の植物相に関しては，大野（1953ａ，1953b），
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迫・丸野（1983），初島（1986）の研究があり, 465種７亜種66変種の高等植物の分布が報告され

ている（迫・丸野　1983）。また，中国原産と考えられていたハラン（Ａｓpidiｓtｒａ ｅｌａtioｒBI｡）の

自生や,屋久島を除いた他の大隅諸島やトカラ列島にはみられないアカガシ（Ｑｕｅｒｃｕｓ ａｃｕtａThunb.

ex Murray)の自然林の存在など，植物地理的に重要な島と考えられている（初島　1986）。しか

し，これまで本島の植生に関する研究はなく，アカガシ林などの種組成的な特徴は明らかになっ

ていない。筆者らは1993年３月に黒島に渡航して森林群落を中心に植生調査を行い，林冠構成種

の垂直分布に関して報告した（上條　1996）。本研究では，1993年の調査の際に得られた植生調査

資料を元に，植物社会学的手法による解析を行い，本島の森林群落の種組成と分布を明らかにす

ることを目的とした。

調査地域

　黒島は北緯30°49',東経129°56'に位置する，面積l,565ha,高さ622mの主に安山岩よりなる火山

島である。大里と片泊の二つの集落があり人口は約250人で，産業は肉牛飼育が中心である。黒島

村大里小学校(標高40m)の1979年から1982年までの４年間の平均値によると，年平均気温19.4°Ｃ，

最寒月の平均気温10.6°Ｃ，年降水量3,125mmであり(三島村誌編纂委員会　1990)，気候的には

暖温帯南部に入る。黒島はトカラ火山列の旧期火山島とされ，第三紀後期中新世から第四紀更新

世に成立したとされている(松本・松本　1992)。また，成立が古いため山体は侵食の影響を強く

受け，島全体が海蝕崖に囲まれている。環境庁(1987)の植生図によると，自然植生とされるス

ダジイ群落が最も広い面積を占め，山麓部や集落周辺では代償植生のリュウキュウチク群落が多

くみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査方法と解析

　1993年３月に黒島において，主に森林群落を対象としてBraun-Blanquet (1964)の植物社会学

的方法による植生調査を行った。調査は黒島の中央に位置する最高峰の櫓岳(622m)の北ルート

と南ルート，北東端に位置する冠山(233m)ルートで行った(Fig｡1)。調査地点数は計36である。

得られた植生調査資料をもとにMueller-Dombois & Ellenberg(1974)の表操作法に従い組成表

を作成し，群落区分を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察

１．群落区分

　表操作の結果，以下の５群落３下位単位が識別された(Table 1)。以下に各群落の特徴につい

て述べる。群落および群集同定については,日本植生誌九州(宮脇　1981),同屋久島(宮脇　1980)，

同沖繩・小笠原(宮脇　1989)を参考にした。
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Fig. 1.　Map of Kuro-shima ][slandand the location of the study sites。

　　　　Contourlines at intervals of 100m.

　(1)スズタケーアカガシ群落Ｓａｓａｍｏｒpha hoｒealiｓ-ＱttｅｒｃＭＳａｃｕtａcommunity (Fig｡2)

　アカガシ，スズタケ(Ｓａｓａｍｏｒpha hoｒealiｓＮａｋａｉ)，ヒロノヘノヘイノキ(Ｓｙmi) ｌｏｃｏｓｍｙｒtａｃｅａvar.

latifolia Hatusima)など10種を識別種とする群落である。標高450m以上にある，群落高12m以

下の低木性の自然林であるが，一部アカガシの萌芽再生林も含まれている。主にアカガシが優占

するが，岩場ではアラゲサクラツツジ(Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ tａｓhiｒoiｖａｒパａｓiophｙllｕｍ Hatusima)

が，山頂部ではスズタケがそれぞれ優占する。なお，スズタケは本島が南服地となっている(初

島　1986)。木群落は，アカガシ，シキミilllic恒常ａｎｉｓａtｕｍＬ．)，ハイノキ(Ｓｙｍｐｌｏｃｏｓ ｍｙｒtａｃｅａ

Sieb. et Zｕｃｃ｡)の変種であるヒロノ｀し芦ヘイノキなどを含むことから，九州地方から屋久島に分布す

るイスノキーウラジロガシ群集(Distylio-Cyclobalanopsietum Nomoto et Suganuma 1965)

ないし，ミヤマシキミーアカガシ群集[Skimmio-Quercetum acutae Ｓｕｚ｡-Ｔｏｋ｡et Sumata ]し964)

に類似した群落と考えられる。しかし,イスノキーウラジロガシ群集を特徴づけるイスノキ(£)餓y池田

ｒａｃｅＹｎｏｓiｕmSieb. et Zｕｃｃ.)，ウラジロガシ(Ｑｕｅｒｃｕｓ ｓａｌｉｃｉｎａBlume)
5モミ{Abies

firma Sieb.

et Zｕｃｃ.)や，ミヤマシキミーアカガシ群集を特徴づけるミヤマシキミ(Sfeimmia ｊａｐｏｎｉｃａＴｈｕｎｂｅｒｇ)

を欠くこと，ハラン(Ｆｉｇ.3)，トカラカンアオイ(Ａｓａｒitｍ tofeaｒｅｎｓｅHatusima),トカラカン

スゲ(Ｃａｒｅｘ ｃｏｎｉｃａvar.ｓｃａｈｒｏｃａｕｄａtａHatusima)などのトカラ列島や黒島に固有な種が高常

在度でみられることから，現時点ではどちらの群集にもあてはまらない黒島独自の群落と考えら

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－239－



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑大波報第15号’99

　　　　Table 1. Differential table of forest vegetation in Kuro-shima Island。

I:Ｓａｓａｍｏｒbhahoｒealiｓ－Ｑｕｅｒｃｕｓ　ａｃｕtａcommunity, II: Tarreno-Castanopsietum siebol-

dii, II －1: Aspiぷstra elaだθｙ lower unit, II-2: Ficｔcｓ　＆ｒｅｃtａlower unit, II-3･｡　Liｖｍtｏｎａ

ｃｈｉｎｅｎｓiｓｖａｒ。ｓ祗

community, IV: Pleiohlaｓtｕｓｌｉｎｅａｒiｓcommunity, Ｖ:Ｏｒｅｏｃｎｉｄｅ　ｐｅｄｕｎｃｕlatａｃｏｍｍｕnity。
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　Table 1. Continued。

ｎ　　　　　　　Ⅲ　ⅣＶ

　　　　　一一-

n-1 I卜2 n-3
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　Differentitd←tiKeid)betualineaii≫ axamaoits

l^eiohbsねｌｓIrneans Nakai　　　　　　　　　　　　・

D^iaiiap�teisenn M.Kalo

Bodaaeaa n^ammhrea Kailz｡

　DiSearaitialspecies of Oreaaiide←iata aamnunil^

Onxniile peduncuiata Mssamim･

DtipiaEa自画ａｌｓ・ Eumse

PeBiania scabra Beath.

Ｂ（ｄｌＨt≫≪ｄＫ≫ｖｄａtａCfcine

－雛haBiSamdeuB BAsdsumiira

itspfeniuflicataxactamm B・tetsaet.

　ａＷ皿ions

Ardiaiacnspa DC.

FkituBiw・janonieu・ Kitam.

＆。，ln・iabex^d]l^b Ｄｅａ。

FicuBB^ipi幽FrandLetSarat.

Micro&rcipis Japanica H.HanH!『

Heterosmilaxjapoiiisa Rimth

AnhBm㎝皿ta SiBss

Kadearaj^KmkXL thmal

Diplasnum ｓｕ紬anuatji加Tagawa

hSictt^tFiSiisi hu^Fs&rssEssssi Cajjag

Euonymas lutAueastB T. Ito

ArdisiB pusill。DC.

細励≒紬ｘｂ ｔ ｍＭ幽OhasM

乃fiTosia linguist Farw.

双'ydrsnges chhsenK・ Mazini.

Upaiis nermsa LmdL

Ｐｅ皿ｉｉｏｎｌａｆａｄｉｃａｎｓＷｅｄｄ.

Osjnojitlius iuBuIsriB Koidz.

RubuB bu&^ex･i Mimiel

(^nastem.皿＼apenta.μiylla Makina

Ｄｅａｄｐｏｂｉｉｕｓi　ＢｕｍｉｉｉｆｏｎｍｅＳｗ.

Eho^)dendKm eiioeaipum Nakai

CrspithnmaeB ministaim K. Iwats.

Eiaeocaipuりａｐ・zzicｓ Sid). etZu。ｃ.

Ａ㎡^■PM iimpoiticfi Blume

Clematis ｐｉｅｎ＾ Ｍ４

Fatsia japomca Decne. et Pknck

PeiBeajapimiea KcBst^m.

ａ・血必鰐ｊ Masim

ｍａ細心ａ≒1

j）1昭i哩y・TMadnaねＩ Becki

DipisziiiiD dilatatum Bluiw

Stega昭ｍｊｎｍａ pozoi siibq). nuiltiaiBimfi K. Iwats.

ViUana fk711{ｓａ FSe

hEaol^na sbrigoea Presl

＆紅血ｘ braciesta Pred

Aaalemam nonnsle Ｄ. Otm

KaarShalBeSM japonica Eaag^

Ｏｐｉｉｓｆｚｉｅｉｌｕａｏａｍｐｏｓiｔｕｓ？. Beauv。

ＡｎｍｏｎｂｓｒiaIｖｓｏｄｉｉｆｏｌｉａＢｎｓｅｎｓi.

SymalocoB ludda Sk&etZieoc

Neojiteea adculata KnialigMBwi

Heder‘ｓ rhombea Bean

Maesa tenera Hez

胞噸ｓ抽出 lliuob.

Smilaz china L.

＋

＋

粂

＋

＋

‐
↑
１

＋

十

十

十

１

＋

１

＋

＋

＋・＋２

・＋・　・

・・＋・

＋

＋＋

＋

＋

＋

＋

十十十十十

一　・＋・　・

＋・＋＋十

＋・十十一ト

＋１

十
十
十
・

十
・
　
・
　
・

＋
＋
・
＋

＋

＋

＋

＋

十

十

十

＋

＋

＋

＋

・　・　１＋

＋・十・

＋＋・＋

＋・＋

＋・

＋＋

＋・

十十

＋

争
　
一
　
一

十
・
　
・

＋・＋

・
　
Ｉ
　
ｉ

・
　
・
＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

１

＋

＋

１

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

１

粂

＋

＋

＋

＋

１
‘
１

+
４
-

■

十
・
　
・

＋
＋
＋

＋＋

＋
・
↓
・

＋

＋
１
＋

１

＋

＋

＋

＋

＋

＋

十

十

十

十

十

＋

十

十

十

・＋。

１十・

＋・　・

＋＋・

＋１＋

＋＋・　・

＋・＋＋

＋

・＋・＋・

＋

＋

１

＋

十

十

十

十

十

＋

＋

＋

１

十

＋

＋

＋

２

＋

＋

２

＋

十

十

１

+ 1+21 + 1 １　２ １

十一十干

＋

十
十
・
・

・
　
・
　
・
＋

１十　１十・　・

・・　十＋１十十十・

・＋＋
十十十・＋

・　１

＋・

＋
＋

１

＋

＋
・
＋
・
＋
・
＋

十

＋
・
　
・
　
・

１

＋＋・＋

＋

＋

＋＋＋

＋・　・

＋＋　＋

＋

十

十

4-

＋

＋

１

＋
＋

＋

奎

＋

＋

＋

１

＋

＋

＋

＋

・
＋
十
十
・
＋

＋
＋
＋
・
　
・
　
。

・
　
・
＋
１
・
・

＋
＋
＋
＋
１
＋

＋十十粂＋

１　・　・　・　・

・＋・　・　・

＋・＋

＋・・・

＋・＋＋

＋

十
干

＋

＋

＋

＋

・＋

１　・

●　●

・＋

１

＋＋＋＋＋

＋
↓
’

＋

２

＋

＋

―
＋

＋

十
十

卜
し
に
目
口
』

円
に
て
Ｉ
ｊ
＝
川

ｎ
Ｊ
Ｉ
　
一
　
　
４
　
１
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ

＋

１１粂

＋

＋

十

SebgineBabetaoatai勿ｓ Baks‘り皿No. 4, UadBaea cbie㎡Cliiiig-≫;inNa 1, f^raem^向rUum pabantitas Sw.+,Sdi昭inella iovalvieiisSpri皿ｇ＋，

Hymeaiqii^bL・ btaiaねａ Ｂａｉｉｇ＋ｊ●Ｎａ15,£|>riaeii零雨dhimbaibatiBn Bafeo- -i^mNa.l6,Blei如oum jiqionKum MaloBa+, Aidocarpiis macn^iJQdliiB Ｄ. Dan-t-;

in Na 14, TanatmaBia gymnatiUieta Sfvague-^: in No. 7, SmcandTa Oaber Nakai +;inNoLEりtfwffjmn mmtaiia Sieh ex Ft・･dLetSoraL４11皿No. 109,

師函ｓｓａ幽l幽ｍ K. Iwats. *, BEKroU一一ａｕ幽.＋,細則ｓ岬j ZolL etMixitz. 1;in No. 110, Pbdoaap一両ZoILetM血-hmNoilO.

SaivBMiAsがal･ｅｒ Nakai ｔ ㎞No. 12, ZKstrJiiunjscemasmn Siefa.etZaoc.2:i皿No. 112. CvmiiiifiiimlanrrMtiim Hi《≫]k.+:i皿NolIB, Clematis meyeniana ■Wdpas-t-,

Bexintegia 'ｎｕ皿A.If GardeEoajaandntades KIK*; +^ BtfirtyiimnlaceSDOSUni SidL etZucc. 1; in Nol 14, Fo･l･＼giajapiaacaOC.+, IBdielia conunTESsa Sare≪t-f,

HbUotasjapimkxe Modi四面+, flbussup幽ｖｓ･知幽Miq. 3; in Na 102, Hex油屋■da Thiinb.%1%d!)1>terasaciiiiuna<a Ｍｇt－－ト，

BtMxymasjapim.一回Tlll一･･t+;inNo.2B, I≒!*hniphyU･一一yitunarffjjfZcO-esKnn-i-.ffialasniinwicbunie Dids+, Oooai&n trdohis DC+.

IXnyB^KxltUD≒ndoeauim J.Smや, BauM㎡ｓμjyiy^iipa Maxini. +, Ficas supaba var.i司Donka Mi<|.4;ii･Na.27. MaShtuBJapai^caB Uudaa･Ａｒｔ＋1

1皿Nol 2lRfBBuhioMsji司oonica Ｍａ・im.-t-,Afinaema lingena Sd･lott-Ki皿Ho. 2Z, Pitteaxmi皿仙紬･ｓ Aifaml. fjfapj JBPQfrirs Juasieu 1, fimUM-r afffrfflBfMMiq.-I-,

及lz:yｓ⇒la－私心neiis biSora Tagawat, Easaar・usiaponin･･ Ｔｈｕ皿b.1;in Na 115, Cte一fiastnim lamxaiatiiiii Nakat ｌ.

(TDsiuni fipittntmwmKitam. ｔ in Ｎ０.２1.1feibiXra biOim ＼ar.narnfidta Hook. et Am. +, Boebmeria labbB Wedd.+。Ciraium spinHum Kitam. 1;

in Na 29, Clerodendrum tndmtomam var- yaka㎡inense OInri +, Tl㎡yptem amiwninsituttiaiUm+,Ansaeina nngen ｓ Schott +; mNa 107,

Ctemfenfruin trie１０１ngntunｖｓ･yakiwiaeBse Ohwi l.

－241－



筑大演報第15号’99

Fig. 2。Ｓａｓａｗioｒpha　hoｒealiｓ－Ｑｕｅｒｃｕｓ　ａｃｕtａcommunity. Ａｓpidiｓtｒａ

　　　　ｅｌａtioｒ growing in herb layer.

Fig。3. Ａｓpidiｓtｒａ ｅｌａtioｒ

　（2）ギョクシンカースダジイ群集Tarreno-Castanopsietum sieboldii Miyawaki et al. 1974

　　(Fig｡4）

　サカキカズラ（Ａｎｏｄｅｎｄｒｏｎ　ａが緬ｅＤｒｕｃｅ），マテバシイ（Litｈｏｃａｒｂｕｓ　ｅｄｕliｓ Nakai),フウ

トウカズラ（Pipeｒ ｋａｄｚｕｒａOhwi),ギョクシンカ（Ｔａｒｅｎｎａ ｇｒａ出物ｅｓohｗi）など９種を識別
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薩摩黒島の森林植生（上條他）

認証濁||¨，･lll

Fig. 4.Ａ large tree of Ｆｉｃｕｓｓｕpeｒhavar. japo対敵z in Tarreno-Castanop-

　　　　sietum sieboldii。

種とする群落であり，屋久島・種子島から奄美大島まで分布するギョクシンカースダジイ群集と

固定された。主にスダジイの優占する自然林であるが，萌芽再生林も含まれている。木群落は，

ハラン，トカラカンアオイなどのスズタケーアカガシ群落との共通種によって識別されるハラン

下位単位，イヌビワ（ＦｉｃＭＳ ｅｒｅｃtａＴｈｕｎｂｅｒｇ）,サンゴジュ（Yihｕｒｎｕｍ ｏｄｏｒａtiｓｓimｕｍvar. Q四面油i

Zabel)などによって識別されるイヌビワ下位単位，ビロウ（Liｖiｓtｏｎａ　ｃｈｉｎｅｎｓiｓvar.ｓｕbがｏｈｏｓａ

Martius),オオイワヒトデ{Coly丿ｓ　pothifoliaPresl),クワズイモ（Ａｌｏｃａｓia　ｏｄｏｒa Spach)に

よって識別されるビロウ下位単位の３下位単位に区分される。ビロウ下位単位は冠山の標高150m

以下に分布し，亜熱帯性のアコウータプノキ群落（Ｆｉｃｕｓ ｓｕpeｒhavar. jap匹敵z-Ｐｅｒｓｅａ　tｈｕｎｈｅｒｇｉｉ

ｃｏｍｍｕnitｙ）やビロウ群落（Liｖiｓtｏｎａ　ｃｈｉｎｅｎｓiｓ,var. subglobosa ｃｏｍｍｕnitｙ）との移行的な存

在と考えられる。

　（3）オニヤプソテツーマルバニッケイ群落Ｃｙｒtｏｍｉｕｍ ｆａｌｃａ恒常-Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ　ｄａｐｈｎｏｉｄｅｓ

　　community

　マルバニッケイ（Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ ｄａｐｋｒ1０1ｄｅｓSieb.et Zｕｃｃ｡），オニヤブソテツ（Ｃｙｒtｏｍｉｕｍ

ｆａｌｃａtｕｍＰｒｅｓl），ボグンボウフウ（Ｐｅｕｃｅｄａｎｕｍ　ｉａｐｏｎｉｃｕｍＴｈｕnb.）など５種によって識別さ

れる自然低木群落で，九州南部から屋久島・種子島にかけての地域で報告されているオニヤブソ

テツーマルバニッケイ群落と固定された。調査地点は冠山山麓の海食崖の3地点であり，黒島を囲

む海食崖に広く分布している。

　（4）リュウキュウチク群落Ｐｈｉｏｈｌａｓtｕｓ ｌｉｎｅａｒiｓｅcommunity

　リュウキュウチク(,Pleiohlaｓtｍ

Ｍ。Kato),カラムシ（Ｂｏｅｈｍｅｒia　ni知れｏｎｉｖｅａ Koidz｡）によって識別される群落である。調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－243－
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地点は冠山山頂部の１地点である。リュウキュウチク群落は本島の主要な代償植生であり，九州

南部から南西諸島に分布する。

　(5)ハドノキ群落Ｏｒｅｏｃｎｉｄｅ ｐｅｄｕｎｃｕlatａcommunity

　ハドノキ(Oreoc扇面pedunct心友z Masamune)の優占と，コクモウクジャク(Diplaｚiｕｍ　ｖiｒｅｓｃｅｎｓ

Kunze),ヘツカシダ(Bolbitiｓ ｓｕｈｃｏｒｄａtａChing)などの主にシダ植物によって識別される群落

である。調査地点は標高520mにある谷の崩壊地にみられた１地点である。南西諸島の谷筋などの

撹乱立地に成立するハドノキーシマサルスペリ群落(Ｏｒｅｏｃｎｉｄｅ　ｐｅｄｕｎｃｕlatａ-Ｌ昭ｅｒｓtｒｏｅｍｉａ ｓｔtｂｃｏｓ-

友加ｃｏｍｍｕnitｙ)に種組成的に類似している。黒島では谷筋などの不安定な湿性立地に広く分布

している。

２。標高傾度上での各群落の分布

　代償植生であるリュウキュウチク群落と撹乱立地に成立するハドノキ群落を除いた，各調査地

点の標高と群落高の関係をＦｉｇ｡5に示した。海岸部のオニヤブソテツーマルバニッケイ群落は３

ｍ以下と極端に群落高が低くなっていた。ギョクシンカースダジイ群集は標高100mから450mま

でに分布し,群落高は14m前後であった。スズタケーアカガシ群落は標高450mから山頂部まで分

布していた。スズタケーアカガシ群落の群落高は標高500mの地点で11mから12mあるが,山頂部

では１ｍにまで連続的に低下していた。このように，各群落と群落高は対応しながら，標高頻度
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に沿った植生帯を形成していた。海岸植生を除いた森林植生の標高の増加に伴う高さの低下とい

う現象は，同じく火山島である伊豆諸島のハ丈島（上條　1996）でも報告されており，黒島のよ

うに面積(l,565ha)に比べ最高点（622m）の高い島において一般的な現象と考えられる。また，

このような群落高の低下の要因としては，黒島が海洋中の孤立蜂であるため山頂部ほど障害物が

少なく，山頂部ほど強い風衝作用を受けることが考えられる。

３。アカガシ林の分布環境

　アカガシは日本の常緑広葉樹林の山地林の代表的な樹種であるが，南西諸島における分布は屋

久島，種子島，黒島の３島に限られている（初島　1986）。その中でもまとまった林分がみられる

のは黒島と屋久島のみである。また，南西諸島と同様に暖温帯から亜熱帯に属する伊豆諸島では

アカガシ林の分布している島はなく，アカガシ自体の自生もみられない（常谷・大場　1968）。こ

のように小面積の島で山地性のアカガシ林が成立していることは非常に少なく，黒島のアカガシ

林は特異的な存在といえる。

　岡野・須崎（1989）によると，九州のアカガシ林はWI（暖かさの指数）が85から120°Ｃ ・月の

範囲でみられるとしている。気温低減率をO｡6°Ｃ/100mとして黒島の山頂（622m）のWIを算出す

ると，山頂のWIは128°Ｃ・月となり，九州のアカガシ林の下限標高のWI（120°Ｃ・月）よりも値

が高くなっていた。これは標高で換算すると九州の下限標高より約120mも低いことになる。岡野・

須崎（1989）はアカガシ林の下限が，夏期の雲霧帯の下限高度ともよく一致することを指摘して

いる。黒島には月平均の蒸気圧のデータがないため雲霧帯の下限高度を算出することができない

が，四方を海に囲まれた黒島は多湿な条件にあることが予想され，雲霧帯の下限高度が低いもの

と考えられる。そして，このことが黒島でアカガシ林を成立させている気候的な条件となってい

るのではないかと考えられる。

　一方，山地性で散有力も小さい堅果種子（どんぐり）を持つアカガシがどのように黒島に移入

してきたかの問題がある。市川ら（1970）の古地理図によると，現在の黒島は九州本土より約53

km離れているが，約２万年前の更新世後期（最終氷期）には，陸化が進行して九州との距離は約

10km程度となっていた。このような氷期の海退作用と鬼界カルデラなどの火山活動（加藤　1992）

が重なることによって黒島が九州と陸続きになった可能性はあるが，データはなく，移入プロセ

スを推定することは現時点では困難といえる。

４。ハランの自生について

　ハランは。リ科の常緑多年草で観葉植物として栽培されている。ハラン属は中国・台湾に約

30槌が分布しており，本槌の原産地も中国南部とされ，日本の自生植物とはみなされていない（大

＃　1972,北村ら　1974,佐竹ら　1993,加藤　1996），しかし，黒島で実際に植物調査をおこな

った大野（1953ａ，1953b），迫・丸野（1983），初島（1986）は，その生育状態からハランを黒島

に自生のものとしている。初島（1986）はハランが黒島の北にある宇治群島の向島やトカラ列島

の諏訪瀬島にも分布することから，トカラ列島から宇治群島にかけての地域が木槌の原産地と推
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定している。本調査の結果では,ハランは標高450m以上のアカガシ自然林と最も強く結びついて

いていた（Table 1，ＦｉｇパL）。このことは，ハランが黒島の自生植物である説を支持する結果と

考えられる。一方，中国高等植物図鑑第五巻（中国科学院北京植物研究所　1976）によると，木

槌が日本から中国に移入されたと記載されており，移入経路が全く逆となっている。今後，歴史

学的な側面や遺伝学的な側面からの木槌の原産地の再検討が必要と考えられる。また，保全の面

からみると，宇治群島のハラン群落は環境庁（1988）の特定植物群落に指定されているものの，

植物版レッドリスト（環境庁　1997），レッドデータプック（我が国における保屋上重要な植物種

及び群落に関する研究委員会　1989）などに木槌はリストアップされておらず，このような観点

からも木槌の起源に関する位置づけが必要と考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　Floristic composition of forest vegetation on Kuro-shima Island, Japan was examined by

phytosociological method. The vegetation was divided into one asociation and four commu-

nities: 1. Ｓａｓａｍｏｒphn, hoｒealiｓ－Ｑｕｅｒｃｕｓ ａｃｕtａ community; 2. Tarreno-Castanopsietum siebol-

dii; 3.　Ｃｙｒtｏｍｉｕｍ ｆａｌｃａtｕｍ－Ｃ細君ａｍｏｍｕｍ ｄａｐｈｎｏｉｄｅｓcommunity･｡　4.　Pleiohlaｓtｕｓ　ｌｉｎｅａｒiｓ

community;　5.　Ｏｒｅｏｃｎｉｄｅ　ｐｅｄｕｎｃｕlatａ ｃｏｍｍｕnity。 The altitudinal zonatfon of the forest

vegetation was composed of Ｓａｓａｍｏｒbha hoｒealiｓ-Quercus acuta community (450m to 620m in

altitude) and Tarreno-Castanopsietum sieboldii (100m to 450m in altitude). The warmth

index at the summit (622m in altitude) was 128°Ｃ month, and was more than those at the

lower limit of Quercus acuta forests in Kyushu (120°Ｃ ｍｏｎth).Ｔｈｅ decline of the lower limit

of Ｑ. Ｅ政z forest in Kuro-shima Island may be caused by cap of cloud in the summit area.

Ｃｙｒtｏｍｉｕｍ　ｆａｌｃａtｕｍ一Ｃｉｎｎａｍｏｍｕｍ　ｄａｐｈｎｏｉｄｅｓcommunity was distributed in the sea cliffs

surrounding the ][sland.Pleiohlaｓtｕｓ ｌｉｎｅａｒiｓcommunity and Ｏｒｅｏｃｎｉｄｅ　ｐｅｄｕｎｃｕlatａcommu-

nity were established at the disturbed sites. A池辺iｓtｒａ　ｅｌａtioｒwhich had been considerd to be
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1ntroduced species from southern part of China, was found in natural forests oi Ｓｏｓａｍｏ印池

boｒealiｓ－Ｑｕｅｒｃｕｓ　ａｃｕtａcommunity. This result may support the opinion that Kuro-shima

Island is the original home of Ａｓpidiｓtｒａｅｌａtioｒ｡
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